
　通学路など一般の通行の用に供する道路に面した塀等が改善され、地震発生時におけるブロック塀等
の倒壊による事故を未然に防止し、及び通行人の安全を確保することに役立っている。

4,780,000 4,780,000

その他 一般財源

決算額の財源内訳

（単位：円）

成果に係る評価

国(県)支出金
予算の執行状況

予算額

5,144,000

地方債

決算額

　所有者の自己責任意識の向上により、通学路などの一般の交通の用に供する道路に面した危険なブ
ロック塀等の除却が推進され、地震におけるブロック塀等の倒壊による事故を未然に防止し、児童、生
徒など通行人の安全が確保された範囲が拡大している。

158件 43件

　　市ホームページ及び市報への掲載による広報活動を実施した。

H21

132件 59件 53件除却件数

目的及び事業内容

　地震発生時における通学路など一般の通行の用に供する道路に面したブロック塀等の倒壊による事故
を未然に防止し、児童、生徒をはじめとする通行人の安全を確保するため、危険度の高いブロック塀等
を除却及び除却跡地に軽量な塀等を設置する者に対して補助金を交付し除却推進を図るもの。
［除却補助］除却面積１㎡当たり4,000円、限度額15万円
［新設補助］補助率1/3、限度額　設置長さ1ｍ当たり4,000円を乗じて算定した額
            又は10万円のいずれか低い額

H18

成　　　　果

取　組　実　績

H19主な指標項目 H20H17

1　スクールゾーン内危険ブロック塀等除却推進事業制度による所有者への除却費用軽減の実施

事　業　名

スクールゾーン内危険ブロック塀等除却推進事業費

災害に対する備えを充実する

款 土木費
予
算
科
目

1 ( 1 ) 自然災害による被害を軽減する

スクールゾーン内危険ブロック塀等除却事業

　行った。

2　危険なブロック塀等の所有者への除却及びそれに対する補助制度の広報活動の実施

安心して健やかに暮らせるまち
基
本
計
画

土木総務費

　　危険なブロック塀の所有者で希望する者に積極的な除却促進を図るため、本制度を活用した助成を

小　事　業

第 7 節

8

土木管理費

第 4 章

1 項

目
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道路街路灯新設について

成　　　　果

取　組　実　績

　道路利用者の安全が確保され、道路管理の健全化が図られる。

3917 4

　(3) 新設要望に迅速に対応するため、本庁、総合支所毎に工事を実施した。

　　　修繕要望に迅速に対応するため、本庁、総合支所毎に対応した。

825 0

0 0 3

6,178 1,422 561

10 7

3

4611,055

1 5 2

4

055 5

1,062 4662,327

新
設
分

46

0 0

10

0その他

計

0

6

北上

26

81,587

牡鹿

1,013

45,124 5,881 2,315

11,493

4,221

　管理灯数調べ（Ｈ22.4.1現在）

0 4,9642,599

12,011 8,760計

5,977

計

1,027 110

2,750

714

2,5618,844 6,735 62,380

635

00 0

牡鹿桃生 北上

3,58634,364 2,1424,148

予算の執行状況

81,608,73181,608,731 81,608,731

国(県)支出金 地方債

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

その他 一般財源

1,013

H21.4.1現在

工事

寄贈

0

6,132 1,412 557

0

3

成果に係る評価

　街路灯を整備することにより通行車両と歩行者の安全が確保され、道路管理の健全化が図られるた
め、今後も継続していく必要がある。
　総合支所管内において、街路灯と防犯灯をすみ分けしたことにより管理する街路灯数が増加した。電
気料等の抑制と環境を考慮しＬＥＤ化を検討する。

河北 河南 桃生

40

12,947

計

2,317

合計

　(1) 新規及び寄贈により設置した。

　(2) 工事費用を節減するため、電柱への添架による設置を実施した。

雄勝本庁地区

（単位：灯）

消耗品費

光熱水費

3,275

13,029

地域の個性が輝き融和するまち

道路街路灯管理事業

道路橋りょう総務費 ( 2 )

地域間連携により、大きな魅力を創出する

道路街路灯管理費

日常生活を支える道路網を形成する

第 2 節

(単位：千円）

　道路利用者の安全を確保し、道路管理の健全化を図る。
　　道路街路灯整備
　　　街路灯新設　　　　1式
　　　街路灯寄贈　　　　1式
　　　街路灯修繕　　　　1式

款8 土木費
基
本
計
画

目1

第 6 章

2 項 道路橋りょう費

小　事　業

予
算
科
目

事　業　名

566

706 63

1

2 道路街路灯維持修繕について

　平成21年度街路灯管理費実績

河北 雄勝

767

目的及び事業内容

修 繕 料

工 事 費

河南

2,184 0 0

829 0

1,834 1,196

地区 本庁
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　 生活環境の向上が図られた。

実施事業概要　　　 （単位：千円）

年度

事業費

内容

6,000

舗装　Ａ=563.2㎡

側溝　Ｌ=194.5ｍ

快適な生活環境を実現できる地域にする

生活を支える基盤をつくる( 2 )

8 款 土木費
基
本
計
画

目

道路橋りょう費

道路橋りょう総務費

予
算
科
目

第 6 章

1

事　業　名 私道舗装等助成事業

地域の個性が輝き融和するまち

2 項 第 3 節

小　事　業 私道舗装等助成費

目的及び事業内容

　生活環境の向上を図る。
  私道の整備に対し、舗装又は道路反射鏡の整備に要する工事費の55/100、側溝の整備に要する工事費
の70/100を補助する。

取　組　実　績

地域住民複数で利用する私道の整備に対し、助成を行っている。

成果に係る評価

 　生活環境の改善に向けて、助成制度を続ける。

成　　　　果

Ｈ21Ｈ20

予算の執行状況
国(県)支出金 地方債

6,000,000 6,000,000

その他

決算額の財源内訳

6,000,000

一般財源

（単位：円）

予算額 決算額

4,000

（5件）

舗装　Ａ=974㎡

側溝　Ｌ=77.8ｍ

（5件）
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【道路台帳統合整備業務】

○

○

○

○

% %

% %

% %

% %

% %

% %

% %

% %

% %

555.8

100

100

平成21年12月21日～平成23年3月15日

Ｈ21分　　60,060,000円 Ｈ22分　　64,890,000円

0

124,950,000円

項目

成　　　　果

取　組　実　績

履行期間

業務内容

年度別支払額

委託金額

全体計画 1 式

H21実施率

デジタルオルソ作成

統合化計画

路線網図統合化計画

道路台帳統合化

調書統合化

デジタル空中写真撮影

管理システム導入

成果に係る評価

　現在、本庁及び各総合支所毎に調整、保管されている道路台帳を平成22年度までに統合することによ
り効率的な道路管理が図られる。

100

式

1

5

50

予算の執行状況

（単位：円）

一般財源

60,060,000

決算額の財源内訳

国(県)支出金

予算額 決算額

60,060,000 60,060,000

地方債 その他

ハードウェア購入

95

95

50

0

0

1

1

目的及び事業内容

　道路及び用地の適正管理を図る。

555.8

2,081

km2

km2

式

式

km

1

款 土木費

小　事　業

目

予
算
科
目

2 項

H22実施率

事　業　名 道路台帳整理事業

道路橋りょう総務費 ( 2 )

道路用地等管理費

基
本
計
画

8

道路橋りょう費

1

地域の個性が輝き融和するまち

第 2 節 地域間連携により、大きな魅力を創出する

第 6 章

100

100

100

日常生活を支える道路網を形成する

0

0

5

　道路台帳の作成の根拠となる道路法では、作成にあたっての一定要件は示されているものの、具体的
手法については明示されていないため、合併前の旧１市６町での整備内容が一致されていない状況であ
った。
　以上のような状況を改善するため、市町村合併推進体制整備費補助金を活用して、道路台帳の統合化
に向け、デジタル空中写真撮影や統合化計画の作成等を実施した。

道路及び用地の適正管理が図られた。

数量

2,835 路線 0

式
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5,948 30,045

7,162

河北地区

　2　業務等委託（その他委託料）実績

9,4143,4012,633 7,778

1,439 5,625委託料 1,698

計 7,777

16,703

北上河南 桃生 計

1,630 3,466

牡鹿

実施数量

451,489㎡

16,304㎡

568㎥

1式

雄勝

5,439

計

33,878

63,201

9,5082,511

15,843

122,430

（単位：千円）

312

1,859 2,476

0

その他

河北 雄勝

6,472

0 3,0343,990

12,048

0 0

2,650

河南 桃生

3,541

0

5,743

成果に係る評価

　市道維持補修事業を継続して行うことにより、通行車両と歩行者の安全が確保され、道路管理の健全
化が図られることから、今後も継続していく必要がある。

77,075

舗装補修 2,959 886

53 0

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

136,500,000

その他国(県)支出金 地方債

386,448,954 385,611,723

3,012 4,876

融雪剤費

　3　除融雪費実績

6,079 1,194 2,153

本庁

249,111,723

9,661 10,738

6,931 2,872

8,583

1,652 529

12,559

決算額の財源内訳

一般財源

北上 牡鹿

155

4,509

3,275 0

0

小　事　業

目

本庁

34件

　(1)極力、路面の平坦性を保つため、全幅か片側施工となるように実施した。

3　除融雪対策について

　(2)緊急的な補修に対応するため、本庁及び各総合支所毎に契約を行い、実施した。

　　 効率的及び早急な対応を可能とするため、本庁及び各総合支所毎に契約し、実施した。

市道管理関係費、直営補修等関係費

日常生活を支える道路網を形成する

成　　　　果

46,748

5,532

9件

21,714

北上

金額

計

本庁

13,022

( 2 )

122,229

　（単位：千円）

地区

　(2)最小の経費にて最大の効果が得られる工法を採用し、実施した。

1　道路維持補修工事について

　(1)要望のあった箇所の緊急性、公共性等により実施箇所を選択した。

2　舗装補修業務について

1,964

8 土木費
基
本
計
画

2

款

2

道路維持費

目的及び事業内容

　通行車両と歩行者の安全を確保し、道路管理の健全化を図る。
　　道路維持補修工事　　　1式
　　舗装補修業務　　　　　1式（直営施工を含む）
　　除融雪対策業務        1式
 　 その他業務　　　　　　1式

事　業　名 道路維持補修事業〔経済〕

地域の個性が輝き融和するまち

項 道路橋りょう費 第 2 節 地域間連携により、大きな魅力を創出する

第 6 章
予
算
科
目

取　組　実　績

 通行車両と歩行者の安全が確保され、道路管理の健全化が図られた。

件数

　1　道路維持補修工事について

8件

（単位：千円）

4件

側溝浚渫

河北

45,008

地区

除草

6,997

25,226

12件

11,250

2件

14,51519,535

10件

計

79件

216,433

牡鹿桃生河南雄勝

- 172 -



住吉跨線橋は平成20年度から事業着手し、平成21年度で耐震化が完了。

実施事業概要 （単位：千円）

Ｈ21Ｈ20年度

51,40014,787事業費

内容 耐震補強工事 耐震補強工事

1,230,00051,400,000 51,400,000 28,270,000 21,900,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

成果に係る評価

　住吉跨線橋については平成21年度で耐震化が完了し、緊急時の輸送路としての機能が確保された。引
き続き、中埣橋、石巻大橋の耐震化について、国からの補助を受けながら早期な完了に努める。

8

自然災害による被害を軽減する

小　事　業

土木費
基
本
計
画

中埣橋石巻大橋伊原津一丁目線橋りょう耐震補強事業費

目

2 項

事　業　名

目的及び事業内容

取　組　実　績

　歩行者等の安全確保、交通量に対応した道路機能の向上、災害に対する安全性の向上が図られた。

成　　　　果

予
算
科
目

第 4 章

9

款

道路橋りょう費

橋りょう新設改良費 ( 1 )

橋りょう耐震補強事業

　全体計画：　耐震補強3橋（住吉跨線橋、中埣橋、石巻大橋）、架替え1橋（蛇田新橋）
　事業内容：　耐震補強…落橋防止装置（緩衝チェーン）、変位制限装置（アンカーバー）、縁端拡幅
             （縁端部コンクリート拡幅）、橋脚補強（橋脚コンクリート巻立て）、架け替え…2径間
　事業目的：　歩行者等の安全確保、交通量に対応した道路機能の向上、災害に対する安全性の向上を
            図る。

安心して健やかに暮らせるまち

第 7 節 災害に対する備えを充実する

　平成20年度から橋りょうの耐震補強工事に着手しており、引き続き国からの補助を受けて実施してい
く。
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計画延長3,250ｍのうち平成21年度までに1,660ｍ実施。

H21実施のうち、道路新設改良費(H20繰：生活対策分)において、

中浦橋釜北橋線舗装改良工事を実施。

Ｌ＝195ｍ 事業費：22,769千円

　わだち掘れや損傷が著しい道路面について、舗装オーバーレイや打ち換え舗装による路面復旧を実施
した。路面の排水性や騒音等も考慮し、工法検討の上実施している。

通行車両の安全が確保され、地区内交通が円滑となり沿線地域の環境保全が図られた。

舗装改良工事

Ｈ21

内容

年度

実施事業概要

Ｌ＝390ｍＬ＝1,270ｍ

（単位：千円）

（単位：円）

一般財源

10,573,40032,873,400 14,800,000 7,500,000

32,873

予算の執行状況

成　　　　果

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他

32,873,400

事　業　名 幹線市道舗装改良事業〔生活〕

目的及び事業内容

　全体計画　　Ｌ=3,250ｍ
　・地区内交通の円滑化
　・通行車両の安全確保
　・沿線地域の環境保全

成果に係る評価

　円滑な車両通行のため、他事業との調整を図りながら早期完了に努める。

舗装改良工事

Ｈ20まで

56,484事業費

項 道路橋りょう費

小　事　業 道路新設改良費

目 道路新設改良費 ( 2 )

予
算
科
目

第 2 節

款

取　組　実　績

地域の個性が輝き融和するまち

地域間連携により、大きな魅力を創出する

8 土木費
基
本
計
画

日常生活を支える道路網を形成する

第 6 章

2

4
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　 地区内交通の円滑化が図られ、歩行者等の安全が確保された。

　

全体計画延長 1,240ｍのうち、平成21年度までに1,020ｍが完了。　

実施事業概要　

年度

25,83277,744

（単位：千円）

8

地域間連携により、大きな魅力を創出する

　全体計画　　Ｌ=1,240ｍ　Ｗ=8.0ｍ
　・地区内交通の円滑化
　・歩行者等の安全確保
　・交通量に対応した道路機能の向上

小　事　業 道路新設改良事業費

取　組　実　績

事　業　名 石井閘門水押堤防線道路改良事業〔生活〕

目的及び事業内容

( 2 ) 日常生活を支える道路網を形成する

地域の個性が輝き融和するまち款 土木費
基
本
計
画

道路橋りょう費 第 2 節

予算の執行状況

Ｌ=280ｍ

予
算
科
目

第 6 章

4 目 道路新設改良費

2 項

成果に係る評価

　円滑な車両通行や歩行者の安全確保のため、早期完了に努める。

Ｌ=740ｍ

Ｈ21

成　　　　果

道路改良工事道路改良工事

Ｈ20まで

事業費

内容

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

　長年市民から要望を受けており、国土交通省北上川下流河川事務所と協議を重ね、Ｈ15に測量実施。
　その後、河川事務所の占用許可を受けて、Ｈ17から整備工事に着手、H21は国の臨時交付金事業を活
用しながら整備を実施した。

432,10025,832,100 25,832,100 18,800,000 6,600,000

（単位：円）

予算額 決算額
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平成20年度から用地取得に着手。

実施事業概要

内容

年度 Ｈ20

（単位：千円）

地域間連携により、大きな魅力を創出する

地域の個性が輝き融和するまち第 6 章

目的及び事業内容

　全体計画：幅員Ｗ=10ｍ、延長Ｌ=4,100ｍ、橋梁2基、用地費（ほ場整備事業区域内）　Ａ=25,186㎡
　・地区内交通の円滑化・歩行者、通行車輌の安全確保を図る。

取　組　実　績

事　業　名 三輪田地区ほ場整備用地取得事業

　旧河北町時代に、狭隘道路整備のため地域住民から要望を受け、ほ場整備の進捗に併せて用地を取得
した。
　平成20年12月に石巻市、宮城県東部地方振興事務所、石巻市北方土地改良区の三者で用地取得に関す
る覚書締結。

8 土木費
基
本
計
画

日常生活を支える道路網を形成する

項 道路橋りょう費

小　事　業

予
算
科
目

三輪田線道路改良事業費

目4

款

道路新設改良費 ( 2 )

第 2 節2

一般財源

12,453,000

国(県)支出金 地方債

整備のための用地取得が図られた。

12,45326,177

Ａ=6,050㎡

用地費

Ｈ21

用地費

Ａ=10,074㎡

事業費

成果に係る評価

　宮城県が実施している「ほ場整備」に合わせて用地を取得するものの、本工事については、他事業と
の優先順位を考慮し、財政状況等を見極めながら有効性や効率性について熟慮して、事業着手時期を決
定していく。

成　　　　果

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

その他

決算額

決算額の財源内訳

12,453,00013,096,000
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宮城県では平成19年度から河川事業に着手し、石巻市から県への委託は平成20年度から実施。

実施事業概要　

Ｈ20年度

用地補償

（単位：千円）

Ｈ21

用地補償

小　事　業 道路新設改良事業費

事　業　名

目的及び事業内容

河北長尾線・山崎馬鞍線道路整備事業

　宮城県が実施する一級河川皿貝川総合流域防災事業に併せ、市道河北長尾線、山崎馬鞍線の改築工事
を実施し、洪水時における治水安全度の向上及び皿貝川左岸の河北・北上地区内の交通の円滑化を図
る。
　なお、本事業は県受託事業として実施されるものである。

取　組　実　績

　旧北上町時代から、狭隘道路整備のため地域住民から要望を受け、宮城県の河川整備事業に併せて県
に道路整備を委託。
　平成20年8月に石巻市と宮城県で改築工事に関する基本協定締結。

日常生活を支える道路網を形成する目 道路新設改良費 ( 2 )

基
本
計
画

地域の個性が輝き融和するまち

地域間連携により、大きな魅力を創出する

予
算
科
目

第 2 節

8

4

款 土木費 第 6 章

2 項 道路橋りょう費

築堤工・道路工路体盛土

29,540委託費

内容

成果に係る評価

　宮城県が実施している「河川改修事業」に併せて事業を進捗させる。

成　　　　果

　洪水時における治水安全度の向上及び皿貝川左岸の河北・北上地区内の交通の円滑化が図られた。

14,710

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

41,290,000 29,540,000 29,540,000
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　地区内交通の円滑化が図られ、歩行者等の安全が確保された。

　

計画延長1,600ｍのうち平成21年度までに900ｍ実施。

実施事業概要　　　　

款

日常生活を支える道路網を形成する

基
本
計
画

道路新設改良費 ( 2 )

地域の個性が輝き融和するまち

地域間連携により、大きな魅力を創出する第 2 節

8 土木費

小　事　業 道路新設改良事業費

目

予
算
科
目

第 6 章

2 項 道路橋りょう費

事　業　名 樫崎・拾貫線道路整備事業

取　組　実　績

成　　　　果
Ｌ=626ｍ

（単位：千円）

4

地域住民から要望を受け、旧桃生町時代から整備を実施。

その他

成果に係る評価

　一部用地について、旧町時代から地権者の協力が得られない箇所があるが、今後の協力状況や他事業
との優先順位を考慮し、財政状況等を見極めながら事業を進めていく。

目的及び事業内容

　道路改良工事の実施により、地域間交通の円滑化と歩行者等の安全確保を図る。

予算の執行状況

12,073,00012,073,000 12,073,000

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 一般財源

（単位：円）

事業費

内容

年度

Ｌ=274ｍ

12,073

道路改良工事 道路改良工事

Ｈ21

496,273

Ｈ20まで
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実施事業概要

予
算
科
目

年度

31,400248,522

Ｌ=2,020ｍ Ｌ=153ｍ

事業費

内容

（単位：千円）

4

地域の個性が輝き融和するまち

地域間連携により、大きな魅力を創出する第 2 節

日常生活を支える道路網を形成する

第 6 章款 土木費
基
本
計
画

8

2 項 道路橋りょう費

取　組　実　績

目 道路新設改良費 ( 2 )

事　業　名 鳥谷坂大沢線道路改良事業

目的及び事業内容

　全体計画　　Ｌ=2,173ｍ　Ｗ=10.0ｍ
　・地区内交通の円滑化
　・歩行者等の安全確保
　・交通量に対応した道路機能の向上

小　事　業 鳥谷坂大沢線道路改良事業

成　　　　果

国(県)支出金

17,270,000

一般財源その他地方債

成果に係る評価

12,800,000 1,330,000

　平成21年度で事業が完成し、車両通行の円滑化や歩行者の安全確保が図られた。

31,400,000

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

　地域住民から要望を受け、旧河南町時代から国庫補助事業で整備を実施。

　車両通行の円滑化や歩行者の安全が確保され、交通量に対応した道路機能の向上が図られた。

平成21年度で整備が完了。

31,400,000

Ｈ21

道路改良工事道路改良工事

Ｈ20まで

決算額

決算額の財源内訳
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実施事業概要

年度

75,200

道路改良工事L=185m

詳細設計・用地購入

事業費

Ｌ=366ｍ
内容

成果に係る評価

　円滑な車両通行や歩行者の安全確保のため、国からの交付金を受けながら早期完了に努める。

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金
予算の執行状況

1,840,000

一般財源

32,000,00075,200,000 75,200,000

地方債 その他

41,360,000

成　　　　果

H21

南経塚鹿又線道路改良事業

取　組　実　績

事　業　名

道路改良工事

（うち繰越6,000）
38,000

　平成20年度から事業着手、引き続き国からの補助を受けて実施していく。

　車両通行の円滑化や歩行者の安全が確保され、交通量に対応した道路機能の向上が図られた。

地域間連携により、大きな魅力を創出する

8

目的及び事業内容

　全体計画　　Ｌ=1,650ｍ　Ｗ=9.5～12.0ｍ
　・地域間交通の円滑化
　・歩行者等の安全確保
　・交通量に対応した道路機能の向上

南経塚鹿又線改良事業費

予
算
科
目

道路橋りょう費項

款

目

土木費 地域の個性が輝き融和するまち

( 2 )

第 6 章

4 道路新設改良費

第 2 節

Ｈ20

平成20年度から事業着手。

（単位：千円）

2

小　事　業

日常生活を支える道路網を形成する

基
本
計
画
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実施事業概要　

内容 区画線Ｌ=24508ｍ

防護柵Ｌ=261ｍ

歩道工Ｌ=187ｍ

区画線Ｌ=24429ｍ

歩道工Ｌ=683ｍ

防護柵Ｌ=1069ｍ

（単位：千円）

年度

目 交通安全施設整備費

小　事　業

Ｈ20

予
算
科
目

5

款8 土木費
基
本
計
画

生活を支える基盤をつくる

地域の個性が輝き融和するまち

快適な生活環境を実現できる地域にする

( 2 )

交通安全施設整備事業費

第 6 章

第 3 節

　交通弱者の安全を確保し、交通事故を減らすために、交通安全施設の整備を実施。路肩の視認性を高
めるため区画線や歩行者が安心して歩行できる歩道の設置、照明灯や防護柵等を整備。

2 項 道路橋りょう費

Ｈ21

事　業　名 交通安全施設整備事業

目的及び事業内容

　歩道や区画線、防護柵、道路照明灯等の設置により交通環境の改善を図る。

取　組　実　績

成　　　　果

事業費 30,000

照明灯 8基

（単位：円）

　交通事故を減らし、交通弱者の安全を守るために、従来どおり交通安全施設整備は必要。

国(県)支出金 地方債

32,000

照明灯 1基

予算額 決算額

決算額の財源内訳

32,000,000

その他 一般財源

32,000,000

　歩道や区画線、防護柵、道路照明灯等の設置により交通環境の改善が図られた。

予算の執行状況

成果に係る評価

32,000,000
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1　魚町雨水側溝設置（１工区）工事　自由勾配側溝（400×400～700）　　Ｌ=147.6ｍ

4　魚町雨水管閉塞工事　　　　　　　雨水管閉塞（φ1100～1650㎜）　　　Ｌ= 182.4ｍ

3　魚町雨水側溝設置（その２）工事　自由勾配側溝（400×400～500）　　Ｌ= 56.0ｍ

2　魚町雨水側溝設置工事　　　　　　自由勾配側溝（400×600～900）　　Ｌ=246.3ｍ

5　魚町雨水管閉塞関連付帯工事　　　路面補修　（ｔ最大17㎝）　　　　　Ａ=　250㎡

災害に対する備えを充実する

8 土木費
基
本
計
画

自然災害による被害を軽減する

2 項 道路橋りょう費 第 7 節

小　事　業 道路新設改良費・一般下水路管理費

目
道路新設改良費
下水路費

( 1 )

予
算
科
目

第 4 章

4
6

款 安心して健やかに暮らせるまち

事　業　名 魚町雨水側溝整備及び魚町雨水管撤去事業〔生活〕

目的及び事業内容

　魚町地内の雨水排水施設の敷設換え。
　魚町の雨水は、現在雨水管により排水されているが、本来規制されている加工排水が原因の硫化水素
等により腐食が進み道路陥没が発生している。　また、高潮時は雨水管を海水が逆流、道路冠水が発生
し市場運営の障害となっている。
　この状況を改善するため排水方法を雨水管から道路側溝に変更し、側溝整備終了箇所から雨水管の閉
塞を実施するもの。

取　組　実　績

6　魚町雨水管閉塞関連付帯（その２）工事　　　路面補修　（ｔ最大13㎝）Ａ=　305㎡

成　　　　果

成果に係る評価

　宮城県が施工している漁港道路の側溝設置は平成22年度で完了予定。
  閉塞工事で新たな施工必要箇所が判明した。
　平成21年度末の進捗率が側溝整備で66.01％、雨水管閉塞が51.77％と県に対して進捗率が大幅に遅れ
ている。
　本事業に対する重点投資が必要。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

43,530,500 37,949,100 32,175,000 5,774,100

請負額　 9,233,700円

請負額　13,122,900円

請負額　 2,669,100円

請負額　10,392,900円

請負額　 1,260,000円

請負額　 1,270,500円

H20年度

側溝設置 雨水管撤去（閉塞）

227.5ｍ

撤去(閉塞)延長

H19年度

40.0ｍ

　側溝整備及び老朽化した雨水管を撤去することで魚町3丁目地区の速やかな雨水排除と公衆衛生の向
上が図られた。

182.4ｍH21年度

整備延長

376.00ｍ

174.15ｍ

449.90ｍ
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1

2

3

4

請負額　2,999,850円　自由勾配側溝（1,000×1,100～1,200㎜）

請負額　3,623,550円　自由勾配側溝（900×1,100～1,200㎜）

決算額の財源内訳

8,870,4008,870,400

国(県)支出金 地方債

請負額　1,260,000円　　簡易鋼製ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄ設置　　W1000×H1000（ｽﾃﾝﾚｽ製、開度計付）

請負額　　987,000円　　ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ設置　H＝1.5ｍ　付帯工、仮設工、水替工一式

　未改良の水路を整備することにより、雑草の繁茂や有害な昆虫の発生低減と降雨時の流下能力が向上
し、住環境の向上が図られた。

井内１号下水路ゲート設置関連付帯工事　ゲート設置１基　石巻市大瓜字井内地内

その他

成果に係る評価

　下水路整備のため一時的に工事費を要するが、未整備時に毎年要していた除草・浚渫のための維持管
理経費が軽減される。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

一般財源

8,931,100

成　　　　果

取　組　実　績

井内１号下水路ゲート設置工事　ゲート設置１基　石巻市大瓜字井内地内

伊原津下水路改良工事　Ｌ＝38.0ｍ  石巻市伊原津二丁目地内

五性橋・万石町下水路改良工事　Ｌ＝24.5ｍ　石巻市流留字新堤下地内

事　業　名 一般下水路整備事業

目的及び事業内容

　一般下水路の機能が保持でき、効果的な雨水等の排除により、住民の健康と財産を守るとともに、地
域の生活環境の改善と公衆衛生の向上が図られる。

一般下水路建設改良費

目 下水路費 ( 2 ) 生活環境を保全する

小　事　業

予
算
科
目

第 5 章

6

款 心ゆたかな誇れるまち

2 項 道路橋りょう費 第 2 節 身近な自然や生活環境を守る

8 土木費
基
本
計
画
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(単位：千円)

Ｈ21

井内の2

土砂災害に対する安全性の向上が図られた。

実施事業概要

　急傾斜地崩壊危険箇所は、平成20年6月現在 716箇所（土石流319　急傾斜397）あり、宮城県で
はこれまでに、214箇所（土石流128　急傾斜86）の対策事業を行っている。

　

Ｈ20

( 1 )

予
算
科
目

第 4 章
基
本
計
画

8

7

第 7 節

安心して健やかに暮らせるまち

2

取　組　実　績

款 土木費

項 道路橋りょう費

　宮城県において、毎年5箇所程度急傾斜地対策事業を実施しており、当市においては相応の負担をし
ている。
　また、毎年6月は土砂災害防止月間としており、6月第1週には県と市合同で土砂災害危険箇所パト
ロールを実施している。

小　事　業

急傾斜地崩壊対策事業費

成　　　　果

県営事業負担金

目

災害に対する備えを充実する

事　業　名 県営事業費負担金（急傾斜地）

自然災害による被害を軽減する

目的及び事業内容

　土砂災害に対する安全性の向上を図る。

負担金額

19,100,000 19,100,000

成果に係る評価

　宮城県主体事業であるが、市民に重大な被害を及ぼす可能性があるので継続して事業を進める。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

15,882

国(県)支出金 地方債 その他

決算額の財源内訳

月浜の3

19,100,000

19,100

一般財源

年度

前浜の4前浜の4

場所

小島小島

井内の2

月浜の3

泊浜 泊浜
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H19H18

17,000人16,000人

決算額の財源内訳

決算額

120,000120,000 80,000

その他地方債

地域資源を活かして元気産業を創造するまち

4 項 港湾費 石巻独自の技術開発や新産業を創出する

基
本
計
画

( 5 )

8 款 土木費 第3章

国(県)支出金

40,000

石巻港の整備・利用促進を図る

　石巻港が地域経済に果たしている役割を多くの方々にＰＲし、港の重要性の理解に繋げるとともに、
港を活用した地域の活性化を図る。

港湾管理費

港湾振興事業（港湾感謝祭）

港湾管理費

一般財源

予算額

（単位：円）

　石巻港の重要性をより多くの方々にＰＲすることが主目的であり、平成22年度以降についても来場者
数を指標として考えたい。

第1節

目的及び事業内容

小　事　業

事　業　名

予
算
科
目

1 目

予算の執行状況

取　組　実　績

成果に係る評価

成　　　　果

主な指標項目

※Ｈ18年度は、発達した低気圧の接近により中止

目標

実績

達成率

港湾感謝祭の来場者数

188.2％

15,000人15,000人

15,000人

-

 平成21年10月24日(土)・25日(日)石巻港大手埠頭で実施。

　独立行政法人航海訓練所帆船「海王丸」の一般公開。
　石巻港に関係する官公署や企業による港の役割等の紹介のほか、市民団体による様々な企画や郷
土芸能等の披露を行った。

100.0％ 95.4％

　石巻港が地域経済に果たしている役割をPRすることができ、地域のまちづくりの視点から、港湾の重
要性を再認識してもらうのに役立った。また、港を活用した地域の活性化が図られた。

15,260人中止

H21H20

32,000人
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（単位：円）

一般財源

　市の土地利用計画を策定・運用するにあたり、今後も適正な時期に作成（修正）を行う必要がある。

　都市計画図の作成（修正）により、都市計画法に基づく土地利用の計画や規制の確認の適正化が図ら
れた。

地方債国(県)支出金

6,090,000

第 6 章 地域の個性が輝き融和するまち

5 項 都市計画費 第 3 節 快適な生活環境を実現できる地域にする

基
本
計
画

( 1 ) 良好な地域を形成する

予
算
科
目

1 目 都市計画総務費

土木費8 款

成果に係る評価

都市計画策定費

事　業　名 都市計画図作成事業

　都市計画図は、都市計画法に基づく土地利用における計画や規制のほか、都市施設及び市街地整備に
ついての位置や区域等を表示するものであり、市域の土地利用に関する計画確認の適正化を図る。

目的及び事業内容

小　事　業

成　　　　果

取　組　実　績

　石巻地区における沢田、河南地区における広淵地区の一部
　都市計画図　A=13.59K㎡の修正図化を実施した。

予算の執行状況
予算額

6,090,000

決算額の財源内訳

決算額

6,090,000

その他
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　橋梁下部工新設工事の実施及び事業に必要となる用地取得、実施設計業務等の実施により、三陸縦貫
自動車道へのアクセス性の向上、市内交通体系の円滑化に向けた街路整備事業の促進が図られた。

1　工事の実施

　(1)　橋梁下部工新設工事　　橋台2基

2　事業に係る用地取得

　(1)　用地購入面積　380.42㎡

3　業務委託の実施

成　　　　果

取　組　実　績

　(2)　補償費（建物移転料等）　5件

  (1)　石巻工業港曽波神線実施設計業務等

　橋梁工事を計画的に実施すると共に、事業に必要となる用地取得の進展が図られた。なお、三陸縦貫
自動車道の整備延伸、蛇田地区の大型商業施設の進出など、物流等の増加が予想されることから、本路
線の全線供用が急務であり、事業の推進を図る必要がある。

第 2 節

目的及び事業内容

小　事　業

758,350

その他

40,000158,900,000

地方債国(県)支出金

194,260,000

日常生活を支える道路網を形成する

　全体計画：延長951ｍ、幅員27～42ｍ
　石巻工業港と三陸縦貫自動車道 石巻河南ＩＣを接続する石巻市都市圏道路網の骨格をなす重要幹線
道路であり、交通の円滑な処理と交通量の増大に対処するとともに石巻圏域の産業経済の活性化に寄与
する。

8 款 土木費 第 6 章 地域の個性が輝き融和するまち

5 項 都市計画費

石巻工業港曽波神線街路整備事業費

事　業　名 石巻工業港曽波神線街路整備事業

地域間連携により、大きな魅力を創出する

予
算
科
目

3 目 街路整備事業費

基
本
計
画

( 2 )

成果に係る評価

一般財源
予算の執行状況

予算額

354,219,000

決算額の財源内訳

決算額

353,958,350

（単位：円）
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1　石巻市総合運動公園事業計画の策定

2　石巻市総合運動公園事業計画の策定に係る関係機関協議

　立地特性を活かし、平常時には、緑につつまれた市民の憩いとスポーツ活動による交流の場として、
また、災害時には、住民の避難・救援活動の拠点として機能する防災公園となる「石巻市総合運動公
園」を都市計画事業として整備推進を図るため必要となる事業認可が平成２２年１月２６日付けで承認
を得られた。

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

　当初計画の体育館や武道館、テニスコート等を、防災機能を備えた広場整備等へ方向転換した基本計
画に基づき、建設費を最小限に抑え、効率的・効果的に整備する事業計画を策定し、事業認可承認を得
ることができた。

第 4 節

目的及び事業内容

小　事　業

945,000

その他地方債国(県)支出金

市民の主体的なスポーツ活動を支援する

　全体計画約39.2ha　うち第一工区の約14.2haは整備供用開始済み。残る25haの未整備部分のうち、第
三工区について防災機能を兼ね備えた都市公園（運動公園）として整備する。
　・体育・スポーツの振興
　・災害時における市民の安全確保

8 款 土木費 第 5 章 心ゆたかな誇れるまち

5 項 都市計画費

総合運動公園建設推進費

事　業　名 石巻市総合運動公園（防災公園）整備事業（第三工区）

市民が個性を活かして輝ける機会をつくる

予
算
科
目

8 目 運動公園建設推進費

基
本
計
画

( 2 )

一般財源
予算の執行状況

予算額

945,000

決算額の財源内訳

決算額

945,000

（単位：円）
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予算の執行状況
予算額

138,112,000

決算額

138,105,861

一般財源

1,508,861

その他

6 項 住宅費 快適な生活環境を実現できる地域にする

基
本
計
画

( 2 )

8 款 土木費

生活を支える基盤をつくる住宅管理費

地域の個性が輝き融和するまち

第 3 節

第 6 章

・断熱防水工事（上納（上）、崎山、味噌作、神取住
宅）

・ガス配管改修工事（鹿妻、南浜町住宅） 9,712,500円

・空き市営住宅解体工事（折下、黄金袋、湊川厚生住
宅）

7,518,000円

・バルコニー改善工事（上町、六本木、水押住宅）

・地上デジタル放送対応工事（水押、南浜町、鹿妻、万
石浦、上町、亀ヶ森住宅）

事業費

45,066,000円

51,418,500円

22,940,400円

事　　業　　内　　容

122,400,000

地方債国(県)支出金

14,197,000

予
算
科
目

1 目

決算額の財源内訳

（単位：円）

目的及び事業内容

小　事　業

事　業　名

事　業　名

地域住宅整備事業

地域住宅整備事業費

　ストック住宅の設備改善を図り、法的基準確保や避難等の安全を確保することにより、安心できる住
まいの実現を目指す。また、快適な住環境整備を図ることにより、住み良い住宅でゆとりある住まいを
実現し、地域づくりにつながるような住環境向上を目指す。

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績 地域住宅整備事業

　耐用年数が経過した市営住宅が多く、住環境の悪化が進んでいるが、莫大な事業費が掛かることから
市の厳しい財政状況上建て替えは困難となっている。今後については、平成22年度中に策定する「公営
住宅等長寿命化計画」と連携したストック住宅の改善事業を計画的に実施し、住環境の整備を図ってい
きたい。

　断熱防水工事、バルコニー改善工事、ガス配管改修工事を実施することにより、快適な生活環境の確
保が図られ、地上デジタル放送対応工事の実施により、平成23年7月から開始される地上デジタル放送
への対応を可能とした。また、老朽化が著しく改修不可能で今後需要が見込めない住宅を解体・撤去し
たことにより、地域の居住環境の改善が図られた。
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国(県)支出金

成　　　　果

取　組　実　績

（単位：円）

　石巻市木造住宅耐震診断助成事業実施要綱に基づいた耐震診断を実施することにより派遣された、み
やぎ木造住宅耐震診断士からの耐震診断結果報告書及び改修計画案の報告を受けることで、所有者をは
じめそこに住む家族が住宅の耐震化への意識を喚起し、或いは深め、次の耐震改修工事の必要性の認識
を深めている。

地方債 一般財源

第 4 章 安心して健やかに暮らせるまち

6 項 住宅費 第 7 節 災害に対する備えを充実する

基
本
計
画

( 1 ) 自然災害による被害を軽減する

予
算
科
目

1 目 住宅管理費

土木費8 款

成果に係る評価

地域住宅整備事業費（一般住宅）

事　業　名 木造住宅耐震診断助成事業

　昭和56年5月31日以前に着工した木造住宅の所有者が当該住宅の耐震診断を希望する場合、市がみや
ぎ木造住宅耐震診断士を派遣して耐震一般診断及び耐震改修計画の作成を実施し、耐震対策を支援する
もの。
　対象…昭和56年5月31日以前に着工された在来軸組構法又は枠組壁構法による3階建までの戸建て住宅目的及び事業内容

小　事　業

60件診断件数

Ｈ20Ｈ19Ｈ18Ｈ17主な指標項目

79件 84件 72件

予算の執行状況
予算額

8,688,000

決算額の財源内訳

決算額

8,128,000 6,096,000 2,032,000

その他

145件

　ての理解増進を図った。

Ｈ21

1　木造住宅耐震診断助成事業制度を活用した建築士派遣による耐震診断の実施

　　基準時以前の木造住宅所有者で希望する者に、みやぎ木造住宅耐震診断士を派遣し、耐震診断及び

　改修計画の提案を行った。

2　旧耐震基準の木造住宅所有者への耐震診断の広報活動

　　市ホームページ及び市報への掲載による広報活動を行った。

　木造住宅の耐震診断を実施することにより、現行の耐震設計基準との比較検討がなされ、現行の耐震
設計基準に達しているか、又は達していなければ、耐震改修計画の提案がなされ、次の改修工事又は建
替えによる改善の選択肢の一助となっている。

3　耐震診断普及びローラー作戦の実施

　　南浜地区を対象に、旧建築基準法で建築された木造住宅の耐震診断受診促進及び住民への個別相談

　機会の提供を目的とし、基準時以前の住宅の居住者に本事業のPR活動を実施し、住宅の耐震化につい
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取　組　実　績

Ｈ20

1　木造住宅耐震診断助成事業制度による耐震改修工事費用の軽減

　　　 木造住宅耐震診断助成事業を活用し、耐震診断及び改修計画の作成を実施し、耐震改修工事又は

　　建替え工事を実施する者の費用負担軽減を図るため本制度を活用した助成を行った。

42件 31件

目的及び事業内容

木造住宅耐震改修工事助成事業

( 1 )1 目

予
算
科
目

6

事　業　名

項

小　事　業

2　旧耐震基準の木造住宅入居者への耐震改修工事の実施及び補助金制度の広報活動の実施

土木費 第 4 章

自然災害による被害を軽減する

　大規模な地震による住宅被害を減ずるため、市内に存する木造住宅の所有者が当該住宅の耐震改修工
事又は建替工事を実施する場合に補助金を交付し、住宅の耐震化を促進するもの。
　補助金額…改修工事費用の4/9以内（限度額40万円）
　避難弱者加算…改修工事費用の1/6（限度額15万円）

住宅管理費

災害に対する備えを充実する

地域住宅整備事業費（一般住宅）

住宅費 第 7 節

基
本
計
画

8 款

（単位：円）

　旧耐震設計基準の木造住宅の所有者が耐震化への認識及び自覚を持って木造住宅耐震改修工事を実施
することにより、大規模な地震時に人命が失われるほどの被害は受けないで済む状況を造ることがで
き、より被害の少ない木造住宅へと耐震化が進んでいる。

Ｈ17

　木造住宅の耐震診断を実施し、現行の耐震設計基準（昭和56年6月以降）に達していない住宅を耐震
改修工事を施すことで、現行の耐震設計基準以上の耐力のあるものに改善した。

11件

Ｈ19

23件耐震改修工事件数

安心して健やかに暮らせるまち

予算の執行状況
予算額

4,224,000

決算額

　　 市ホームページ及び市報への掲載による広報活動を実施した。

主な指標項目

3,384,000

その他地方債 一般財源

成果に係る評価

成　　　　果

決算額の財源内訳

Ｈ18

840,000

国(県)支出金

4,224,000

54件

Ｈ21
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　建築主及び土地所有者等の理解と協力のもと、幅員4ｍ未満の狭あい道路の整備が促進され、良好な
市街地の形成と居住環境の整備が促進された。

主な指標項目 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

14件 14件整備件数 19件14件

　石巻市狭あい道路整備要綱に基づいた狭あい協議により、当該道路の拡幅整備が実施され、住環境整
備が進んでいる。

成果に係る評価

成　　　　果

取　組　実　績

款

目的及び事業内容

小　事　業

事　業　名

2　 狭あい道路整備事業制度による建築主等の費用負担の軽減

　 　狭あい協議により、建築主及び土地所有者等の理解と協力のもと、狭あい道路の整備を進めた。

予
算
科
目

1 目

1　石巻市狭あい道路整備要綱に基づいた申出者との随時協議

　　 市街化区域内において、狭あい道路に接する土地に建築物を建築しようとする者及び後退用地又

　 はすみ切り用地内の建築物又は土地について、所有権等の権利を有する者との狭あい道路の拡幅整

　 備の協議を実施した。

141,000

日常生活を支える道路網を形成する

　市民及び土地所有者等の理解と協力のもと、幅員4ｍ未満の狭あい道路の拡幅整備を促進することに
より、安全で良好な市街地の形成と居住環境の整備を図る。
　助成対象…工作物移設工事等費用、登記費用、境界立会い費用
　助成金額…損失補償基準要綱により算定した額の3/4以内の額

地域住宅整備事業費（一般住宅）

狭あい道路整備事業

住宅管理費

一般財源

1,170,000

地方債

第 6 章

国(県)支出金

第 2 節

地域の個性が輝き融和するまち

6 項 住宅費 地域間連携により、大きな魅力を創出する

基
本
計
画

( 2 )

8 土木費

12件

予算の執行状況
予算額

1,441,000

決算額の財源内訳

決算額

1,311,000

（単位：円）

その他
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